
技 術 ・ 家 庭 科（ 技 術 分 野 ） 学 習 指 導 案 

題材名「 持続可能なエネルギーの活用について考えよう 」 

令和５年１１月２日（木） 第５校時 体育館 

館林市立第四中学校 ２年５組 指導者 新井 綾人 

Ⅰ 題材の構想 

１ 題材の目標及び生徒の実態 

 目 標 生徒の実態 

知識及び技能 ・生活や社会で利用されているエネルギ

ー変換の技術についての基礎的な理解

を図り、それに係わる技能を身に付け

ることができる。 

・生活や社会で利用されている材料と加工の

技術についての基礎的な知識を理解してお

り、木材の加工に関する技能を身に付けて

いる。 

思考力、判断力、 

表現力等 

・生活や社会の中からエネルギー変換の

技術に関わる問題を見いだして課題を

設定し解決する力を身に付けることが

できる。 

・材料と加工の技術では、自分の生活から問

題を見いだして課題を設定し解決する力を

身に付けている。 

学びに向かう力、 

人間性等 

・よりよい生活や持続可能な社会の構築

に向けて適切にかつ誠実にエネルギー

変換の技術を工夫し創造しようとして

いる。 

・材料と加工の技術では、新素材、新たな加

工技術が社会や環境に与える影響について

調べ、将来の社会の在り方を意識して、技

術と関わろうとしている様子が見られた。 

２ 評価規準 

知識・技能 ・生活や社会で利用されているエネルギー変換の技術についての科学的な原理・法則や基

礎的な技術の仕組み、保守点検の必要性及び、エネルギー変換の技術と生活や社会、環

境との関わりについて理解しているとともに、安全・適切な製作、点検及び調整等がで

きる技能を身に付けている。 

思考・判断・表現 ・災害時に想定される問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善
し、表現するなどして課題を解決する力を身に付けているとともに、持続可能な社会の構

築を目指してエネルギー変換の技術を評価し、適切に選択、管理・運用、改良、応用する

力を身に付けている。 
主体的に学習に 

取り組む態度 

・持続可能な社会の構築に向けて、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善

したりして、エネルギー変換の技術を工夫し創造しようとしている。 

３ 指導と評価の計画 

  ※「資料１ 問題解決的な学習となるよう工夫した指導と評価の計画」を参照 

Ⅱ 本時の学習（１７／１８） 

１ ねらい シンキングツールを活用し、スマートシティ構想に関する技術の特徴を整理する活動を通して、スマ

ートシティ構想に関する技術を多様な視点で客観的に評価することができるようにする。 

２ 展開 

主な学習活動、 指導上の留意点 

 生徒の反応・発言等〔Ｓ〕 ☆ICT活用＜分類＞ 

１ 前時までの学習を振り返り、スマー

トシティ構想について考えていたこと

を想起する。（５分） 

 

☆前時で考えた情報を一

覧にまとめておき、例

示する。 

＜可視化＞ 

○本時の学習にスムーズに移行すること

ができるようにするために、前時でま

とめたスマートシティ構想の技術の特

徴を例示する。 

主な発問 



Ｓ：Ｘチャートを活用し、スマートシテ

ィ構想の技術の特徴について考え

た。 

Ｓ：技術の中にも様々な視点で特徴があ

った。 

 

○「社会」、「安全」、「環境」、「経済」の

４つの視点で特徴を分類しやすくする

ために、Ｘチャートのシンキングツー

ルを活用する。 

２ 前時で作成したＸチャートをグルー

プで共有し、意見を参考にしたり、深

めたりする。（５分） 

Ｓ：自分が気づけない特徴がある。 

Ｓ：良いところばかりでなく、良くない

特徴もある。 

☆シンキングツールで意

見共有し、意見を多様

にしたり、深めたりす

る。＜共有＞ 

○より多くの特徴を扱えるようにするた

めに、他の生徒のシンキングツールか

ら意見を参考にできるようにする。 

○生徒自身の考えを導けるように、机間

支援では考えを教えるのではなく、ワ

ークシートや投影に着目させ既習事項

を想起させる。 

３ 作成したＸチャートをダイヤモンド

ランキングに切り替え、特徴の順位づ

けを行い、技術の評価をする。（３０

分） 

Ｓ：○○発電では、環境への配慮はよく

できているが、メンテナンスが大変

そう。 

Ｓ：私が採用した技術は、プラス面はあ

るがマイナス面が多い。 

Ｓ：友達が考えている技術にもマイナス

面があるが、実現できそうだ。 

 

 

 

 

☆シンキングツールの切

り替えを行い、特徴の

順位づけを行う。＜思

考の整理＞ 

○分類した特徴をどのように重要視した

かわかりやすくするために、Ｘチャー

トからダイヤモンドランキングへとシ

ンキングツールの切り替える。 

〇どのような課題があるのかをわかりや

すくするために、ダイヤモンドランキ

ングで優先度が低かったものをマイナ

ス面として取り上げさせる。 

○自分が選んだスマートシティ構想の技

術に対して、考えを深めたり、異なる

視点から捉え直したりするために、グ

ループ、全体で意見交流の場面を設定

する。 

４ 本時の振り返りをし、新たな課題や

実現の可能性について気づく。（１０

分） 

Ｓ：実現するためには、課題を解決する

か、軽減する活用の仕方を考えない

といけない。 

Ｓ：採用する場所によっては課題を軽減

できるかもしれない。 

 ○多様な意見、考えに触れるために、生

徒を意図的に指名し、選んだ技術とは

異なる技術について全体で共有する場

面を設定する。 

〇扱っていないスマートシティ構想の技

術にも課題があることに気付くため

に、他の生徒のシンキングツールを提

示し、共有できるようにする。 

 

＜めあて＞ 

館林市スマートシティ構想の技術を評価しよう！ 

◎（○）評価項目（思考・判断・表現） 

・ロイロノート、ワークシートの記述内容から、「スマートシティ構想に

関する技術を多様な視点で客観的に評価しているか」を評価する。 

「採用した技術のプラス面、マイナス面はなにか。」 

＜まとめ＞ 

考えたスマートシティ構想が実現するために必要なことは？ 

＜振り返り＞ 

Ｓ：プラス面ばかりに目を向けるのでなく、マイナス面を考慮して、目指していく必要がある。 



 

 
 

 
問題解決的な学習となるよう工夫した指導と評価の計画（全１８時間計画） 

 

過
程 

時
間 

○ねらい・ めあて  ・学習活動 

◇評価規準〈方法〉 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に

取り組む態度 

つ 

か 

む 

１ 

○身の回りにある機器の動

力源と、どのような仕事

をするかを考えること

で、エネルギー変換の技

術について理解すること

ができる。 

 

 

 

 

 

・身の回りにある機

器に組み込まれて

いるエネルギー変

換の技術について

考える。 

◇生活や社会の

中で利用され

ているエネル

ギー変換の技

術について理

解することが

できる。 

〈ワークシート〉 

 ◇進んでエネル

ギー変換の技

術と関わり、主

体的に理解し、

技能を身に付

けようとして

いる。 

〈ワークシート

による振り返

り〉 

２
、
３ 

○発電方法を調べ、まとめ

ることを通して、発電の

仕組みと特徴について理

解することができる。 

○発電方法のプラス面、マ

イナス面を比較し、将来

のエネルギーミックスに

ついて考えることで、適

切な発電構成割合につい

て考えることができる。 

 

 

・発電方法の特徴を

調べ、まとめる。 

 

 

・将来のエネルギー

ミックスを考え、

適切な発電構成割

合について考え

る。 

◇発電の仕組み

と特徴につい

て理解するこ

とができる。 

〈ワークシート〉 

◇エネルギー変

換の技術に込

められた工夫

を読み取り、エ

ネルギー変換

の技術の見方・

考え方に気づ

くことができ

る。 

〈デジタルワー

クシート〉 

４ 

○発電所から家庭までどの

ように電気が供給される

か、変電所や機器、装置

の役割について知ること

で、送電と配電の技術の

工夫について考えること

ができる。 

 

 

・変電所や機器、装

置の役割や送電と

配電と電気の安定

供給の関連性につ

いて考える。 

◇電源の種類と

特徴や、送電・

配電の仕組み

を理解してい

る。 

〈ワークシート〉 

◇送電・配電の技

術の工夫につ

いて考えてい

る。 

〈ワークシート〉 

５ 
○電気による事故と原因に

ついて考えることで、電

気の安全な使い方、事故

を防ぐ方法について理解

することができる。 

 

 

・電気による事故に

ついて考え、ブレ

ーカやアース線の

働き、電機部品の

定格についてまと

める。 

 

◇電気機器の安

全な使い方に

ついて理解す

ることができ

る。 

〈ワークシート〉 

 

６ 

○電気機器の電気回路のモ

デルについて、シミュレ

ーションソフトを活用し

た回路設計を行うこと

で、電気回路図のかき方

について理解することが

できる。 

 

 

・電気回路のモデル

についてシミュレ

ーションソフトを

活用し回路設計を

行う。 

◇簡単な電気回

路を回路図で

表すことがで

きる。 

〈デジタルワー

クシート〉 

 

資料１ 

題材の課題：エネルギーの有効活用について考えよう！ 

エネルギー変換の仕組みを知ろう 

適切な発電構成割合について考えよう 

電気の安定供給の仕組みについて考えよう 

電気の安全な使い方を知ろう 

電気回路図をかけるようになろう 



 

 
 

７ 

○３種類の照明器具の点灯

観察を通して、各照明の

特徴を比較することで、

エネルギー変換の技術に

関わる見方・考え方に気

付くことができる。 

 

 

・白熱電球、蛍光ラ

ンプ、LEDランプ

の特徴を点灯観察

したり、調べたり

しまとめる。 

 ◇エネルギー変

換の技術に関

わる見方・考え

方に気付くこ

とができる。 

〈デジタルワー

クシート〉 

 

追 
 

究 
 

す 
 

る 

８ 

○災害時に役立つエネルギ

ー変換の技術について意

見交流することで、問題

を見いだし解決方法を考

えることができる。 

 

 

・災害時に発生する

問題について意見

交流し、必要な電

源や負荷について

考える。 

 ◇災害時に発生

する問題を見

いだし、必要な

電源や負荷に

ついて考える

ことができる。 

〈構想レポート〉 

◇自分なりの新

しい考え方や

捉え方によっ

て、解決策を構

想しようとし

ている。 

〈構想レポート〉 

◇自らの問題解

決とその過程

を振り返り、よ

りよいものと

なるよう改善・

修正しようと

している。 

〈振り返りポー

トフォリオ、完

成レポート〉 

９
～
１
４ 

○電子部品を点検し、特徴

を知り、はんだづけを行

い、作品を製作すること

で、安全に配慮し、動作

点検や改善・修正するこ

とができる。 

 

 

・電子部品の役割、特

徴を確認しなが

ら、はんだづけを

行う。 

・製作過程で動作確認

を行いながら、改

善・修正について考

える。 

◇安全・適切に製

作・実装するこ

とができ、製作

品の動作を点

検、調整等でき

る。 

〈観察、製作品〉 

 

１
５ 

○エネルギー変換の技術に

よる問題解決を振り返る

ことで、解決結果及び解

決過程を評価し、改善・

修正する方法について考

える。 

 

 

・製作した物が災害

時に発生する問題

を解決できるか、

さらなる改善があ

るか考える。 

 ◇製作した物が

災害時に発生

する問題を解

決できるか、さ

らなる改善が

あるか考える

ことができる。 

〈完成レポート〉 

ま 

と 

め 

る 

１
６
、
１
７ 

○エネルギーの有効活用を

考慮し、スマートシティ

を構築するエネルギー変

換の技術の特徴を調べ、

社会、安全、環境、経済

の４つの視点で分類をす

ることで、既存のエネル

ギー変換の技術を多様な

視点で評価できる。 

○スマートシティを構築す

るエネルギー変換の技術

について話し合うこと

で、課題を発見し、プラ

ス面だけでなくマイナス

面も含め客観的に評価す

ることができる。 

 

 

・館林市の有効活用

できるエネルギー

を考慮し、スマー

トシティを構築す

るエネルギー変換

の技術について調

べる。 

 

 

・スマートシティを

構築するエネルギ

ー変換の技術につ

いて話し合い、客

観的に評価し、プ

ラス面、マイナス

面をまとめる。 

 ◇スマートシテ

ィを構築する

エネルギー変

換の技術を多

様な視点で客

観的に評価す

ることができ

る。 

〈デジタルワー

クシート〉 

 

１

８ 

○プラス面、マイナス面や

課題の解決方法、実現の

可能性を考慮し、エネル

ギーの活用方法について

レポートにまとめること

で、エネルギー変換の技

術の在り方について考え

ることができる。 

 

 

 

・スマートシティを

構築する技術につ

いて、プラス面や

マイナス面、課題

の解決方法、実現

の可能性を考慮

し、まとめる。 

◇これまでの学

習と、エネルギ

ー変換の技術

が持続可能な

社会の構築に

果たす役割や

影響を踏まえ、

エネルギー変

換の技術を説

明できる。 

〈提言レポート〉 

◇持続可能な社

会の構築に向

けて、エネルギ

ー変換の技術

を評価し、適切

な管理・運用の

仕方や、改良の

方向性につい

て提言できる。 

〈提言レポート〉 

◇持続可能な社

会の構築に向

けて、エネルギ

ー変換の技術

を工夫し創造

していこうと

している。 

〈提言レポート〉 

 

照明器具の工夫について考えよう 

災害時に困ることについて解決方法を考えよう 

災害時に役立つ製作品を作ろう 

製作品を評価しよう 

スマートシティ構想に関する技術を評価しよう 
 

スマートシティ構想の技術の実現について

考えよう 



授業におけるＩＣＴの活用計画 

１ 題 材 持続可能なエネルギーの活用について考えよう（Ｃ．エネルギー変換の技術） 

 

２ 本時の目標（３／１８） 

発電方法のプラス面、マイナス面を比較し、将来のエネルギーミックスについて考えることで、適切

な発電構成割合について考えることができる。 

 

３ 本時におけるＩＣＴの活用 

 

 

 

○日本の将来のエネルギーミックスについて、自分の考えをまとめる。【Ｂ４表現・製作】 

○発表を通して意見交流を行う。【Ｃ１発表や話合い】 

○スプレッドシートのグラフ機能を活用し、全体での割合を視覚

的に表現することで、どの生徒も自分の考えを他の生徒に伝え

ることができるようにする。 

○近い将来の日本の姿とさらに先の日本の姿を予想することに

より、これからの技術の発達についても考えることができるよ

うにする。 

○グラフを使いながら、自分の考えをお互いにプレセンし合い、 

様々な発電方法のメリット・デメリットについて共有できるよ

うにする。 

○日本の風土に合ったより良い発電方法について、考えを深めら

れるようにする。 

・近い将来の日本の姿とさらに先の日
本の姿について予想を立てる。 

・現在の日本の実態を示し、日本の地
形的な特徴を生かして考える。 

 

スプレッドシートのグラフ機能を活用し、自分

の考えを視覚的に表現 

 

お互いの考えを共有・比較しながら理解を深める 

 

 

 

 

 

 

〇〇 

 

〇〇 

〇〇 

 

個々の発表を振り返り、自分の考えを深める 

○新しく得た知識や視点を踏まえ、自分の考えを修正し、持

続可能な社会の構築に必要な日本の課題について気づく

ことができるようにする。 

・様々な発電方法のメリット・デメ
リットを踏まえ、その考えに至っ
た根拠を示す。 

・プレゼンテーションソフトを使
い、お互いに発表しあう。 

○他の生徒の意見を踏まえたうえで、自分の考えをまとめる。【Ｂ３思考を深める学習】  

 ・グーグルクラスルームを使い、他
の生徒の意見を自由に閲覧する。 

・習得した知識や視点を整理しなが
ら、自分の考えをまとめる。 

資料２ 



授業におけるＩＣＴの活用計画 

１ 題 材 持続可能なエネルギーの活用について考えよう。（Ｃ．エネルギー変換の技術） 

 

２ 本時の目標（６／１８） 

シミュレーションソフトを活用した回路設計を行う活動を通して、電気回路の基礎を理解し、LEDを安

全・適切に点灯させる回路図を設計することができる。 

 

３ 本時におけるＩＣＴの活用 

 

 

 

○シミュレーションソフトを活用し、回路図を製作する。【B4 表現・製作】 

○共有ノートを活用しながら回路を検討し、シミュレーションソフトで動作を確認する。【C2 協働での意見整理】 

○シミュレーションソフトを活用することで、図記号の配置や複

製を効率的に行い、電流の流れる向き等を視覚的に確認しなが

ら回路図にまとめることができるようにする。 

○個人で設計した回路図を提出箱に提出させ、回答共有すること

で他者の回答を確認し、目的を達成する回路は複数パターンあ

ることに気付くことができるようにする。 

○共有ノートを活用して回路図の試作を行いながら意見を交流

することで、工夫しながら目的を達成する回路の回路図を設計

することができるようにする 

○各グループが設計した回路図をロイロノートで回答共有し、比

較することで、提出された回路が安全・適切に動作するか学級

全体で考えることができるようにする。 

・本時の課題を把握し、①ランプを点 
灯させる回路②LEDを点灯させる 
回路③安全に LEDを点灯させる回 
路と、段階的に回路図を設計する。 

・回路図のスクリーンショットをロイ 
ロノート上に貼り、それぞれまとめ
る。 

シミュレーションソフトを活用し、効率的に回路図設計 

回答を共有・比較しながら理解を深める協働学習 

 

 

 

 

 

〇〇 

 

〇〇 

〇〇 

 

学習を振り返り、デジタルワークシートに記入する 

○デジタルワークシートを活用することで、習得した知識・

技能や大切な視点や考え方など、入力した情報をそのまま

複製したり、別シートに飛ばしたりすることができるよう

にする。 

・目的を達成する回路を製作するた
めに、共有ノートでの意見の交流
やシミュレーションソフトでの動
作の確認を行う。 

・回路図のスクリーンショットをロ
イロノート上に貼り、それぞれま
とめる。 

○本時のまとめ、振り返りを行う。【B3 思考を深める学習】 

・ロイロノートの提出箱に提出され
た回路図を自由に閲覧する。 

・本時の学習を振り返り、習得した
知識や技能、大切な視点や考え方
について整理しながらまとめる。 

資料２ 



授業におけるＩＣＴの活用計画 

１ 題 材 持続可能なエネルギーの活用について考えよう。（Ｃ．エネルギー変換の技術） 

 

２ 本時の目標（17／18） 

シンキングツールを活用し、スマートシティ構想に関する技術の特徴を整理する活動を通して、スマ

ートシティ構想に関する技術を多様な視点で客観的に評価することができる。 

 

３ 本時におけるＩＣＴの活用 

 

 

 

○ロイロノート上で作成したＸチャートを共有・比較することで、他者の意見を参考にしたり、深めた

りする。【Ｃ２ 協働での意見整理】 

 

○作成したＸチャートをダイヤモンドランキングに切り替え、特徴の順位づけを行う。【Ｃ１ 発表や

話し合い】 

作成したＸチャートをダイヤモンドランキングに切り替え、特徴の順位づけを行う。【Ｃ１ 発表や話
し合い】 

○個人で調べまとめた内容を、社会・安全・環境・経済の４つ

の視点で分類したものを提出箱に提出させ、共有すること

で、より多くの情報を収集できるようにする。 

○生徒間通信を可能とすることで、参考となる意見をもとに

自分の考えを深め、修正する。を可能とすることで、参考
となる意見をもとに自分の考えを深め、修正する。 

○Ｘチャートからダイヤモンドランキングへとシンキングツー

ルの切り替えをすることで、分類した特徴をどのように重要視

したかわかりやすくする。 

○ダイヤモンドランキングで優先度が低かったものをマイナス

面として取り上げさせることで、どのような課題があるかわか

りやすくする。 

・本時の課題を把握し、前時に作成し 

たＸチャートを振り返るとともに他者 

の意見を参考に考えを深める。 

・ロイロノートのシンキングツール 

（Ｘチャート）を活用し、収集した 

情報をまとめる。 

回答(Ｘチャート)を共有化し、意見の多様化 

シンキングツールを切り替え、特徴の順位づけ 

 

学習を振り返り、デジタルワークシートに記入 

 ○デジタルワークシートを活用することで、習得した知識・技

能、視点、考え方など、入力した情報を複製や共有することで

学級全体の理解を深められるようにする。 

・収集した特徴をプラス面、マイナ 

ス面に分類し、プラス面を上方、マイ 

ナス面を下方に位置づける。 

・ロイロノートのシンキングツール 

（ダイヤモンドランキング）を活用し、 

特徴を順位づける。 

○本時のまとめ、振り返りを行う。【Ｂ３ 思考を深める学習】 

・ロイロノートの提出箱を自由に閲 

覧し、他者の考えを知る。 

・本時の学習を振り返り、習得した 

知識・技能、視点、考え方について 

デジタルワークシートに記入し、ま 

とめる。 

 

資料２ 


